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１１月は、内川小学校読書強化月間でした！毎月の目標の５冊の倍である１０冊を目標に設定して生活をしました。１１

月１４日には、「もったいない図書館」の方の訪問があり、紙芝居の読み聞かせをしていただき、本の貸し出しもしていただ

きました。 新しい本も届き、本に親しむ機会が多く持てました。 

 

１１月の読書冊数         

                             合計読書冊数・・・１９２冊 

            平均読書冊数・・・１０．６冊 

                

 

 

  

１１月は、１８人で合計１９２冊、一人平均１０．６冊でした。読書強化月間であったこともあり、たくさんの本を読むこ

とができました。図書室に来なくても、教室にたくさんの本が置かれているので、授業の隙間の時間などに読むことができ

たようです。読書の楽しさを、お家でも味わえるよう学校から借りた本を、週末などに持ち帰るよう声掛けを行っています。 

  

 

先生たちのオススメ！！ 

今月から、先生たちが小学生の時に読んでいたオススメの本を紹介していきます。こたつに入って、ぜひ読んでみてはい

かがですか？今月は、教頭先生と図書館担当の石井先生の本を紹介します！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童のみなさんへ！！ 

こ 

４００年前
ねんまえ

にイタリアで活躍
かつやく

した

科学者
かがくしゃ

ガリレオ・ガリレイのお話
はなし

です。 

ガリレオは多
おお

くの人々
ひとびと

が信
しん

じている

学説
がくせつ

をただそのまま信
しん

じるのではなく、

自分
じぶん

自身
じしん

で実験
じっけん

し、自分
じぶん

の眼
め

で確
たし

かめる

ことを大切
たいせつ

にした科学者
かがくしゃ

です。 

彼
かれ

は、研究
けんきゅう

の結果
けっか

から、地球
ちきゅう

が太陽
たいよう

の周
まわ

りを回
まわ

る

「地動説
ちどうせつ

」を主張
しゅちょう

しました。しかし、当時
とうじ

の人々
ひとびと

は地球
ちきゅう

が

宇宙
うちゅう

の中心
ちゅうしん

で太陽
たいよう

も星
ほし

も地球
ちきゅう

の周
まわ

りを回
まわ

っていると信
しん

じ

ていたので、みんなと違
ちが

うことを言
い

うガリレオを裁判
さいばん

にかけ

ます。しかし、彼
かれ

は、大勢
おおぜい

の人
ひと

が言
い

おうが、ひどい目
め

にあわ

されようが、真実
しんじつ

は変
か

えられない、「それでも地球
ちきゅう

は回
まわ

る」

と、つぶやくのです。 

こういう科学者
かがくしゃ

の生
い

き方
かた

に感動
かんどう

し、小学生
しょうがくせい

の頃
ころ

に読
よ

んだ

この本
ほん

は、いまでも心
こころ

に残
のこ

る一冊
いっさつ

になっています。 

 

          左
ひだり

の表紙
ひょうし

を見
み

てください。あれ？っと 

思
おも

った人
ひと

はいませんか？見覚
みおぼ

えの登場
とうじょう

人物
じんぶつ

がいるでしょう？そうです、みんなが

大好
だいす

きな「かいけつゾロリ」シリーズのゾ

ロリがいますよね？ 

 実
じつ

はこの本
ほん

、「かいけつゾロリ」シリー

ズが始
はじ

まる前
まえ

に、出版
しゅっぱん

された本
ほん

なんで 

す。この本
ほん

の主人公
しゅじんこう

は、弱気
よわき

な少年
しょうねん

ポイポイです。元気
げんき

の

源
みなもと

、ほうれんそうを食
た

べて、ほうれんそうマンに変身
へんしん

して、

いじわるで、いたずら好
ず

きなゾロリから、ともだちを助
たす

ける

お話
はなし

です。みんなの大好
だいす

きな「かいけつゾロリ」は、実
じつ

は「ほ

うれんそうマン」に出
で

てきた脇役
わきやく

のゾロリを主人公
しゅじんこう

にしたお

話
はなし

だったんです！！こんな不思議
ふ し ぎ

な縁
えん

のある「ほうれんそう

マン」シリーズをぜひ読
よ

んでみてくださいね。学校
がっこう

の図書室
としょしつ

に

はありませんが、「もったいない図書館
としょかん

」にありますよ！ 

 
 



★新しい本が届きました！★ 

                    新
あたら

しい本
ほん

が、７４冊
さつ

も届
とど

きました！各教室
かくきょうしつ

の本棚
ほんだな

に設置
せっち

しましたので、 

                   ぜひ読
よ

んでみてくださいね。 

                    左
ひだり

の本
ほん

は「フットボールアカデミー」シリーズです。石井
いしい

先生
せんせい

が探
さが

してい 

                   たサッカーのお話
はなし

の本
ほん

です。みんなと歳
とし

の近
ちか

い男
おとこ

の子
こ

たちのサッカーにかけ 

                   る熱
あつ

い思
おも

いと、チームメイトとの絆
きずな

が描
えが

かれています。サッカー好
ず

きのみな 

                   さん、ぜひ読
よ

んでみてくださいね。他
ほか

にも、後
あと

で紹
しょう

介
かい

しますが、読書
どくしょ

感想画
かんそうが

 

                   コンクールの課題
かだい

の本
ほん

もありますので、冬休
ふゆやす

みにお家
うち

でもぜひ読
よ

んでください 

ね。 

 

保護者のみなさんへ 

  遅くなってしまいましたが、夏休みの『家族といっしょにうちどくカード』のご協力ありがとうございました。内川小

学校では、児童全員が毎月５冊以上の本を読むことを目標に『BookBank』を活用した読書指導を行っています。また、『家

読』の推奨も行っており、児童が日頃から本に親しめるような環境をつくっていきたいと考えておりますので、ご家庭の方

でも、ぜひ本に触れ合う機会を増やしていただけるようご協力お願いいたします。しかし、そうは言っても「家で本を読ん

でる姿を見ないなぁ。」と思っている保護者の方も多いのではないでしょうか？ある本で読んだのですが、子どもが本を読

むはじめの一歩は「読み聞かせ」なのだそうです。また、ご家庭でも、① テレビや音楽を消す時間を作る  ② 親の本

を読む姿を見せる  ③ お子さんのレベルにあった本を与える  ④ 家族で図書館に出かける  ⑤ 読書している

姿を褒める  ⑥ 食卓で本のことを話題にすると、子どもたちも自然に読書をするようになっていくそうです。 

この冬休みは特に、① と ② を頑張ってみませんか？ 

『継続は力なり！』という言葉もあります。今年度も学校と家庭が連携し、継続して読書活動に取り組んでいきたいと思

いますので、重ねてご協力をお願いします。 

★読書感想画コンクール特集★ 

１．課題図書について 

いよいよやってきます、冬休み！！冬休みの課題にあります「読書感想画コンクール」について、ご紹介していき 

ます。今年度の課題図書は、以下の８冊です。１～３年生用の４冊と４～６年生用の４冊になっています。 

 読書感想文同様に、身近な話題であったり、絵として表しやすい内容になっている本です。この本で、かくかかな 

いは別として、読んでみるのもいいと思いますよ。 

   ＜低学年 １～３年生用＞               ＜高学年  ４～６年生用＞ 

 

 

 

 

 

２．どうやってかくのか 

 「どうやってかかせればいいの？」というお家の方もいらっしゃると思います。それについての手順の一例をあげ 

てみたいと思います。 

＜準備物＞画用紙・着色する道具（絵の具・クレヨンなど）・色鉛筆・裏が白い広告（２枚）・はさみ・のり 

① 描きたい場面を決める（画用紙に描くのは、一場面であってストーリーのすべてを描く必要はありません）。 

② 画用紙と同じくらいの大きさの広告の裏などに下絵を描いて、色鉛筆でうすく色をつけます。 

③ もう一度、その場面の登場人物の心情・表情を考えます。 

④ 下絵を切って、もう一枚の広告の裏にどんな構図にするか考えて配置し貼り付けます。 

⑤ 背景（時間帯や場所）を考えて描きこんでいきます。 

⑥ 出来上がった下絵を基に、画用紙に下絵をかいて、彩色します。 

※下絵は鉛筆ではなく、油性ペンやクレヨン、わりばしペンなどを使って、間違っても気にしないでかき 

 続けるように声をかけてあげてください。また、下絵は、黒以外に、色を塗るときに使わない色を選ぶ 

と効果的です。 


